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術
お
か
必
要
て
あ
る
と
い
う
ん人山
一
か
あ

'み
ん
な
の
.へ
l
vン

に
夫
地
の
納
行
が
山
さ
れ
ま
し
た
が

日
本
て
は
川叫
'
刊
の
と
こ
ろ
ま
た
実
現
し

て
い
ま
せ
ん

実
施
に
日
付
る
-什
州
て
川
小
川
を
池
内
て
い

ま
す
。

〔
資
料
提
供

l
卜
小
肉
料
仇
川
会
〕
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. ふれ太鼓車 (上

凹 dj内各Ijrfliへ
一斉に スタート).4号10発

.参JJII巡の代表者

は、当 日上回商

工会談所前本部

にて笠録 してく
fこ♂さし、。

.4号14発

昭和51年 7月16日

..1出rli長

第 723号

フ月31日(土)

フ。ログラ ム
.花火打上げ

.花車発車

.花火打上げ

・踊 η連登録開

始(午後 5時

まで)

.花火打上げ

.おまつり広場

車輔全面通行

止め

.みこし出場

.みこし 退場

.踊り連指定位

置配置

.実行委員長あ

いさつ.踊ηスター卜

・踊 η終了

・若者たちの曲

.おまつり広場

交通止解除

( 1剥~記事10耐に)

昭和27年12月22日第 3種郵便物認可・毎月 1日・ 16日発行 ・定価1部3円

午前 7時

9時

午 後 3時

5時

5時

7時45介

8時

8時 10介

8時 15介

9時 45介

もコ広報

.il'd'li開始

ら午後 4時まで市役所 3階市長室で行し、ます。

「市民と市長の日」を 8月2日(月)午前 9時か

「移動市長室」を 8月23日(月)午前10時から午

後 3時ま で塩田解級会館で行います。

お気軽におでかけください。

市長相談日

11時

主な内容

共同集会施設補助 l千万円に引き上げ

6月定例市議会終る

ピアノは近隣者の迷惑にならないよう十分な防音を一....3面

j泉(あわら)選手がんばれーグ・・・ー ...............一..........一....3面

白黙と友情と躍進とインターハイ 8月 1日開幕一.4・5・7面

海外派遣農業実智生を募集・・・・・・・・・・ー・・・ ・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーー・8面
白分の健康を管理しよ うー.............… ー.......一.............9面

みんなで楽し くれ軽に踊ろ う・................................10面

「上回わ っ しょしり 7月31日仕)

面ヲ
ー-



昭和51年 7月16日ーー(2)ー

ま七

壬E
h 之為

日
型補
ご助
上
lデ

六
月
定
例
市
議
会
終
る

六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
九
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の

+
四
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
上

田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、
上
田
市
農
業
主
(

済
条
例
の
一
部
改
正
、
苦
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の
事
業
推

進
の
た
め
、
必
要
最
少
限
の
も
の
の
み
を
計
上
し
た
。
五
十

一
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、
昭
和
五
十
一
年

産
米
の
政
府
買
入
価
格
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
二
十
六
議
案

が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
議
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

t: え'】報広一
マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

一

部

改

正

引

切

こ

の
改
正
は
、

地
方
税
法
の
一
部
改

織
正
に
伴
つ
保
険
税
の
課
税
限
度
額
の
引

錨
き
上
げ
、
月
割
課
税
の
規
定
整
備
、
低

摂
一
所
得
者
に
対
す
る
均
等
割
と
平
等
割
の

一

減
額
す
る
額
の
引
き
上
げ
、
療
養
給
付

一

費

等
の
支
出
増
高
な
ど
を
考
慮
し
た
保

一

険

税

率
を
改
正
し
ま
し
た
。

一
マ
上
田
市
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正

一

こ

の
改
正
は
、
現
在
、
り
ん
ご
の
共

計
済
事
故
は
、
減
収
方
式
と
品
質
方
式
の

の
F
MM

F

二
本
立
て
で
算
出
し
て
い
ま
す
が
、
品

，

質

の
指
数
を
適
正
に
は
岬
修
す
る
こ
と
が

条

例

、
、、

で
き
な
い
の
で
、
共
済
事
故
か
ら
除
外

し
ま
し
た
。

予

算

補
正
予
算
額

一
般
会
計

四
億
三
千
四
百
八
十
九
万
円

.特
別
会
計

五
億
四
千
五
百
四
十
九
万
七
千
円

予
算
総
額

一
般
会
計

八
十
三
億
四
千
八
十
三
万
七
千
円

特
別
会
計

三
十
七
億
一
千
二
百
五
万
円

マ
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

ハ
総
肺
悲
初
畠
貝
V

共
同
集
会
施
設
新
築
、
お
よ
び
用
地

購
入
費
補
助
、
防
犯
灯
、
掲
示
板
設
置

補
助
な
ど
に
、
二
千
七
百
六
十
四
万
三

千
円
。〈

民
生
費
〉

老
人
医
療
費
な
ど
受
診
率
増
加
に
伴

い
国
保
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
二
千
七

十
四
万
一
千
円

〈
衛
生
費
〉

上
小
衛
生
施
設
組
合
な
ど
、
一
部
事

務
組
合
の
負
担
金
、
四
千
九
百
三
十
三

万
二
千
円
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

農
村
総
合
モ
デ

ル
事
業
、
同
和
地
区

農
業
振
興
に
、
九
千
四
百
三
十
九
万
一

千
円
。〈

土
木
費
〉

道
路
新
設
改
良
工
半
、
塩
田
運
動
公

固
な
ど
都
市
計
画
公
園
蛇
備
工
事
、
市

営
住
宅
用
地
購
入
、
お
よ
び
敷
地
造
成

に
、
二
億
三
千
九
十
一
万
円

〈
教
育
費
〉

小
学
校
児
童
フ
ッ
素
洗
口
実
施
の
薬

品
代
、
海
洋
セ
ミ
ナ
ー
研
修
補
助
、
東

塩
田
小
学
校
改
築
杭
打
工
事
な
ど
に
、

八
百
四
十
一
万
九
千
円
。

意
見
書

五
十
一
年
産
米
の
政
府
買
入
価
格
は

生
産
費
お
よ
び
所
得
補
伯
方
式
に
よ
り

適
正
限
界
農
家
の
生
産
貨
を
も
と
に
決

定
さ
れ
る
よ
う
強
〈
要
望
し
た

「
昭
和

五
十
一
年
産
米
の
政
府
買
入
価
格
に
関

す
る
意
見
書
」
。

国
民
食
糧
の
安
定
確
保
の
必
要
性
か

ら
、
米
作
農
家
の
農
業
経
営
を
確
立
し

安
心
し
て
生
産
に
従
事
で
き
る
よ
う
強

く
要
望
し
た
「
米
穀
政
策
確
立
に
関
す

る
意
見
書
」
。

農
業
経
営
の
安
定
確
立
を
強
く
要
望

し
た
「
農
業
経
営
安
定
の
確
立
に
関
す

る
意
見
書
」
。

住
民
の
自
治
意
識
を
軽
視
し
、
民
主

主
義
の
基
盤
で
あ
る
地
方
自
治
の
根
幹

を
ゆ
る
が
す
、

地
方
制
度
調
査
会
答
申

の
半
数
改
選
制
に
反
対
す
る
「
地
方
制

度
調
査
会
答
申
に
お
け
る
半
数
改
選
制

反
対
に
つ
い
て
の
意
見
書
」
の
四
件
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

市内で幼い 2児が死亡

飲酒運転を追放しよう

市内で、最近飲酒運転による交通事故で幼い 2児

が死亡する悲しい事故がありました。

運転者も一般の人も一丸となって
.運転するときは、酒を飲まない。

.運転する人には、酒を出さない。

.;酉を飲んだら車を運転しない。
この三ない運動を徹底して今年こそ飲酒運転を追

放しましょっ。
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贈ってはL、けません

求めてはL、けません

受けとっては
いけません

政
治
家
や
候
補
者
な
ど
に

お
祭
り
や
運
動
会
な
ど
の

寄
付
を
ね
だ
る
と
法
律
違
反
に
な
り
ま
す
。

-・h 晴晴『胸均

話
し
合
い
で
は
、
近
隣
者
が
、
ピ
ア

ノ
の
音
を
騒
音
と
感
じ
、

困

っ
て
い
た

、.・
j

、

カ

ナ

甘

L

内
で
六

O
%
、
新
市
内
で
七
九
M
m
e

「騒

音
の
で
な
い
よ
う
苦
慮
し
て
い
る
」
い
か

日

内

-

こ

M
K
断
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怖
が
故
は
‘
減
収
万
メ
と
ロ
肝
白
方
メ
グ

二
本
立
て
で
算
出
し
て
い
ま
す
が
、
品

質
の
指
数
を
遁
正
に
は
援
す
る
ニ
と
し
か

定
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
た
「
昭
和

五
十
一
年
産
米
の
政
府
貿
入
価
格
に
関

寄
付
を
ね
だ
る
と
法
律
違
反
に
な
り
ま
す
。

マ
予
算
の
主
な
使

い
み
ち

〈
総
務
費
〉

話
し
合
い
で
は
、
近
隣
者
が
、
ピ
ア

ノ
の
音
を
騒
音
と
感
じ
、
困
っ
て
い
た

り
我
慢
し
て
い
る
の
が
わ
か
ら
ず
に

い
る
I
r
-
-
」
の
活
在
意
識
が
感
情
的
な

問
題
に
発
展
す
る
こ
と
が
考
、
手
句
れ
る

と
し
て
、
住
宅
密
集
地
や
隣
家
が
近
い

ピ
ア
ノ
の
所
有
者

(購
入
予
定
者
)
は

販
売
業
者
な
ど
の
説
明
、
注
意
な
ど
を

良
く
聞
き
、
最
低
次
の
こ
と
を
守
っ
て

弾
く
よ
う
注
意
す
る
と
と
も
に
、
学
校

ピ
ア
ノ
教
室
る
ど
で
も
指
導
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

①
二
階
を
さ
け
る
な
ど
、
置
場
所
に
注

意
す
る
。

②
防
音
装
置

(弱
音
ペ
タ
ル
)
な
ど
を

使
用
す
る
。

③
弾
く
と
き
は
窓
を
し
め
る
。

④
弾
く
時
間
に
注
意
し
、
夜
な
ど
は
弾

た一一(事瀦繊号) 第723号、

‘.ム

、

A
H
9h
d

L

 

内
で
六

O
%
、
新
市
内
で
七
九

Mm。「
騒

音
の
で
な
い
よ
う
苦
慮
し
て
い
る
」
が

旧
市
内
四
O
%
、

新
市
内
二
一

%
と
敷

地
や
建
物
に
余
裕
の
あ
る
新
市
内
で
は

近
隣
者
と
同
様
、
あ
ま
り
苦
に
し
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
反
面
、

市
街
地
の
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
は

「
防
音
壁
」
や
「
二
重
窓
」
構
造
に
し

た
り
、
朝
、
夜
、
午
睡
時
間
な
ど
は
弾

か
な
い
な
ど
、
か
な
り
注
意
を
払

っ
て

い
る
家
庭
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
を
弾
く
音
は
、
人
に
よ

っ
て

ま
た
、
精
神
状
態
に
よ
っ
て
騒
音
に
も

き
れ
い
な
メ

ロ
テ
ィ
ー
に
も
な
る
大
変

む
ず
か
し
い
性
質
の
も
の
で
す
が
、
ピ

ア
ノ
を
弾
く
と
き
は
十
分
注
意
し
て
防

音
を
考
え
、
人
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

騒
音
と
感
ず
る

ω
%

住
宅
密
集
地
は
要
注
意

調
査
の
結
果
で
は
、
ピ
ア
ノ
の
あ
る

家
庭
の
近
隣
者
、

旧
市
内
で
四
O
%
、

新
市
内
で
三
三
%
の
方
が
な
ん
ら
か
の

関
係
で
騒
音
と
感
じ
、
そ
の
う
ち
「
苦

情
を
い
っ
た
こ
と
は
な
い
が
困
っ
て
い

る
」
が
旧
市
内
で
一
二
%
、
新
市
内
で

八

%
。

「
夜
な
ど
自
粛
し
て
い
る
の
で

我
慢
し
て
い
る
」
が
新
・
旧
両
市
内
と

も
八
%
あ
り
、
住
宅
の
密
集
し
て
い
る

市
街
地
周
辺
に
騒
音
と
感
ず
る
人
が
多

い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
の
あ
る
家
庭
で
は
、
「
騒
音
に

は
、
全
く
苦
慮
し
て
い
な
い
」
が
旧
市

最
近
、
ピ
ア
ノ
の
普
及
に
伴
い
、
ピ

ア
ノ
の
騒
音
問
題
が
近
隣
者
と
の
ト
ラ

ブ
ル
を
大
き
く
し
、
殺
似
事
件
に
ま
で

発
展
す
る
ケ

l
ス
が
新
聞
な
ど
で
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
五
月
に
こ
の
騒
音
な
ど
に

つ
い
て
、
市
消
費
物
資
等
監
視
員
の
担

当
地
区
内
か
ら
、
百
世
帯
を
無
作
為
に

抽
出
、
実
態
調
査
を
実
施
、
こ
の
結
果

差
も
と
に
販
売
庖
の
皆
さ
ん
と
意
見
交

換
を
行
い
、
騒
音
防
止
を
図
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

えつ広報

;泉(あわら選手がんばれ.グ

モントリオール五輪のメーンエベント、陸上女

子走り幅跳びの日本代表に選は、れた、 1泉(あわら)

純江選手 (23歳)は、 地元自治会、上田千曲高校

生、市関係者、体協関係者が聞いた「操選手壮行

会」で激励と声援を受け、 6月29日午前 7時 13分

の特急「あさま 1号」で上田を出発しました。

í~士行会」は、地元生塚公会堂前と上田駅前で行
われ、自治会長、市長代理(助役)体協関係者ら

が「郷土から日本の代表カ、出たことを誇りに思う

持てる力を発揮して、活躍してくださいJi市民に

とって大変名誉なこと、がんばってほしいJi責任

感にとらわれず、気軽な気持でベストをつくして

ほしし、」と激励、操選手は「がんば‘ってきます」

とことば少なにあいさつ、元気に出発しました。

操選手は、常磐城四丁目で彫金業を営む、 j泉松

尾さんの四女で、兄弟みな学生時代スポーツで活

躍したスポーツ一家という恵まれた環境に育ち、

千曲高校在学中からいずれは日本の代表選手と期

待されましたが、ヶヵι-どで実力を十分発揮でき

ずにいました。今年四月、長野運動公園陸上競技

場聞きてい、 6m41の日本タイ記録を出し五輪標準

記録を突破、代表の座を獲得、 7月23日に行われ

る女子走り幅跳びていの活躍が期待されます。

上田市からの五輪出場は、新保選手 (新田)に

ついで 2人目、 44年ぶりです。みん なで声援を送

りましょう 。

市は、 j泉選手の活躍を析リ、遠征背の一部にと

祝金を送りました。

-・・・・・・・・圃圃圃-由』

上田駅前の壮行会で
涼選手(左)を激励する市長代理(柴崎助役)(右)

オリンピック代表
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激
励
訪
問
し
、
深
選
手
と
握
手
す
る

石
井
市
長
(
左
)
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8月1日開幕

_~723号 (臨鋭敏号)一一広報
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ゆ
唖

Aろ
高
校
生
の
夢
と
青
春
を
か
け
た
「
イ

ン
タ
ー

ハ
イ
」
倒
幕
ま
で
、
あ
と
十
六

日
と
な
り
ま
し
た
。
市
の
笑
行
委
員
会

高
校
生
め
東
信
高
校
総
体
推
進
委
員
会

の
準
備
も
箭
々
と
進
み
、
駅
前
へ
の
歓

迎
塔
(
写
真
右
)
の
設
置
も
終
リ
、
市

街
地
商
庖
の
飾
り
付
け
、
会
場
と
な
る

県
営
、
市
営
野
球
場
、
染
谷
丘
高
校
・

北
小
学
校

・
第
三
中
学
校
の
各
グ
ラ
ン

ド
の
掠
備
と
リ
ン
ド
ウ
、
サ
ル
ビ
ア
の

花
や
笑
内
版
な
ど
の
飾
り
付
け
も
あ
と

数
日
で
完
了
、
い
よ
い
よ
八
月
一
日
の

閉
幕
を
待
つ
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

予
選
を
勝
ち
ぬ
い
た
全
国
の
精
鋭
も

七
月
二
十
九
日
に
北
海
道
代
表
、
帯
広

南
向
業
高
校
が
上
田
入
り
す
る
の
を
初

め
に
、
三
十
一
日
ま
で
に
参
加
八
十

一

校
、
千
八
百
名
の
選
手
、
役
員
が
勢
ぞ

ろ
い
、
八
月
一
日
(
男
子
は
六
日
)
の

開
会
式
に
つ
づ
き
二
日
(
男
子
は
七

日
)
か
ら
、
五
会
場
で
熱
戦
を
繰
り
ひ

ろ
げ
ま
す
。
私
た
ち
も
上
田
市
の
印
象

が
良
き
青
春
の
思
い
出
と
し
て
、
参
加

選
手
、
役
員
に
の
こ
る
よ
う
、
暖
か
く

迎
え
る
と
と
も
に
、
プ
レ

ー
す
る
選
手

に
お
し
み
な
い
声
援
と
拍
手
を
送
り

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

健闘を者一一一口、つ

染
谷
丘
高
校
ナ
イ
ン

上
回
染
谷
丘
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ

ー
ム

(男
子
)
は
、
チ
ー
ム
結
成
二
年

目
で
県
代
表
の
座
を
勝
ち
取
り
、
全
国

向
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
出
場
し
ま

す
が
、
全
国
レ

ベ
ル
か
ら
比
べ
る
と
、

県
内
で
の
普
及

の
遅
れ
や
試
合
経
験
の 遠来の選手 を迎える歓迎塔 (上田駅前)

不
足
か
ら
、
か
な
り
の
差
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
染
谷
丘
高
ナ
イ
ン
は
、
毎

日
猛
練
習
を
積
ん
で
大
会
に
備
え
て
お

り
、
健
闘
が
期
待
で
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
、

地
元
の
名
誉
を

監
督

・
宮
本
憲

一
さ
ん

チ
l
ム
が
若
い
の
で
技
術
面
は
と
も

か
く
、
精
神
面
で
心
配
が
残
る
。
し
か

し
、
調
子
に
乗
れ
は
実
力
以
上
の
力
を

発
揮
す
る
の
で
は
な
い
か
。
凡
ミ
ス
の

な
い
良
い
プ
レ
ー
を
地
元
の
皆
さ
ん
に

お
見
せ
し
た
い
。
初
戦
に
全
力
を
傾
け

全
国
の
強
豪
に
食
い
つ
い
て
い
く
。

主
将、

二
塁
手
、
小
林
文
明
君
(
二
年
)

一
回
戦
は
絶
対
勝
ち
た
い
。
悔
の
な

い
試
合
を
し
た
い
。

に
な
っ
て
、
参
加
す
る
ナ
イ
ン
と
ナ
イ

ン
の
決
意
の

一
言
ず
つ
を
紹
介
し
ま
す

八
月
七
日
出
は
、
市
営
球
場
へ
大
勢
の

皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
塁
手
、
横
谷
重
則
君

(
二
年

悔
の
な
い
試
合
を
し
た
い
。

投

手

、
福
沢

稔

君

(
二
年
)

初
出
場
な
の
で
上
いか
ら
る
い
よ
う
に

精
い

っ
ぱ
い
が
ん
ば
る
。

中
堅
手
、

田
畑

仁

君

(

二
年
)

チ
ー
ム
に
お
け
る
円
分

の
役
川
リ
を

来
す
。

左
翼
手
、
東
山
秀
行
君
へ
二
年
)

初
め

て
の
し八
式
介
な
め
て
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8月8日

2 ・3回戦

8月7日

1回戦

す
が
、
全
国
レ
ベ
ル
か
ら
比

べ
る
と
、

県
内
で
の
普
及
の
遅
れ
や
試
合
経
験

の
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庫
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海
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広
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知
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岡
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秋
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経

大

附

(

秋
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上

田

染

谷

丘
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長

野
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徳

島

工
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徳
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)

刈

谷

工

(

愛

知

)

伊

方

里

(

佐

賀

)

松

丘

(
茨
城
)

知

7 41 5 16 3 2 

第28回全日本高等学校女子ソフトボール選手権大会組合せ表

A…市営野球場

B…県営野球場
C..染谷丘高校

グランド

D…北小学校
グランド

E…第三中学校
グランド
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2 回 戦
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1 回 戦
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ケ
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光

女
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神
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塚
広

南賀

商
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北
海
道
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女
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佐

賀
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山

(
三

重
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田

風塚

留
(
山

越
(
長

山
(
奈

2 

岡

南

(

岡

野

津

(

大

安
城
学
園
女
短
附
(
愛

山

3 

左
翼
手
、
東
山

初

め
て
の
大
試
合
な

め
て
句
ふ
ノ
へ
い

27 2b 25 

51年度全国高等学校総合体育大会
第 11回全国高等学校男子ソフトボール大会組合せ表

A……市'抗野球場

B……県営野球場

C……染谷丘高校グランド

D…・・・北小学校グラント

!型|雪

30 29 28 

玉本阪

33 32 31 

川岡取

36 35 34 

阜城木

39 38 37 

!I引き知 分 山

8月3日

2 回 戦

8月2日

1 回 戦

神

戸

常

盤

女

(兵

庫

)

山

川

(鹿
児
島
)

古

二

(

茨

城

)

;可

聖
カ
タ
リ
ナ
女
(
愛

津

幡

(

石

青

西

(

青
森

桐笠都

城

商

(

宮

崎

)

田
(
和
歌
山
)

丘
(
群
馬
)

山市若

郁

学形

狭
(
福

園
(
愛

商
(
山

高由明

徳

商

(

京

都

)

利

(

秋

田

)

城
(
新
潟
)

田

北

42 41 40 

原
(
沖

南
(
千

女
(
山

宇安前

部房

45 44 43 

五

商
(
東

原
(
広

女
(
福

福竹第

島

49 48 47 46 

徳粟長誠

心
(
静

商
(
長

東
(
滋

商
(
徳

崎島

森川媛形知井ロ葉縄吉
小
)

島
)

島
)

島賀崎岡
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水道の新、増設、故障修理は水道指定工事庖へ

最近各ご家庭で電気温水器、ズfス湯沸器、太陽熱温水器等が普及し取付けられる方が多くなっています。

この場合、器具と水道との接続工事は市の指定工事庖でなければできませんので、必ず次の工事屈に申込ん

でください。(6月 1日号掲載の表中電話番号に誤りがありましたのでおわびして訂正します)

(第 1種指定工事庖)

工事庖名

株式 会 社 宮 島 鉄 工 所

抹式 会 社 宮 下 組

有限会社東 信 設 備

合資会社石井設備工業

株 式会 社工 藤 商 会

有限会社 田 丸 工 務 所

株式会社 上 野 設 備

有限会社大屋設備工業

株式会社昭 和 設備工業

株式会社信 和

宮 坂管工

唐沢設備工業

丸栄設備

トキワギ水道工事庖

中央設備工業

岩瀬設備

株式会社川 上 商 会

島 田設備工業

株式会社千 曲 電 業

川西 設備工業所

春原建設

日本 yゲ ス 水 道

真 田設備

上野管工

池田水道工務所

長野プロパンガス

本州管工

中村商会

城南ガス設備

小林設 備 工 業 所

ユ ニ設備

北原設備

宮林設備

有限会社三 栄 工 業

(第 2種指定工事庖

工事庖

株式会社上 回 瓦 斯

宮 尾商庖

長崎商庖

堀内商庖

上回日通プロパン商会

根 津酸素工業所

千野商会

武重商会

大久保商庖

サンリン上国営業所

田中間会

中央工機産業

上田市農業協同組合

7 キノ商会

西沢設備

柏花 設備

第l種指定工事庖では一般の給水工事を行います。

第2種指定工事庖では水道に直結する湯沸器、温水器等に付帯する部分のみの給水装置の修繕工事を行います。
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住所

天神二丁目 2- 3 

踏入二丁目 1- 17 

常入一丁目 14- 30 

天神二丁目 3 ー 12

大手一丁目 10ー 11

常磐城六丁目 11- 13 

中央北 二丁目 1- 20 

大屋 236-20 

中央二丁目 24- 22 

常悠城三丁目 13- 17 

中央五丁目 10ー 13

住吉 15 7 7 

中央五丁目 6- 18 

常磐城六丁目 9 ー 10

常回二丁目 22- 32 

林 之 郷 3 3 1 

大手二丁目 4 - 48 

常磐城三丁目 7- 42 

踏入二丁目 18- 26 

吉田 290-1 

住 吉 17 6 7 

天神二丁目 29- 3 

住 吉 6 8 9 

諏訪形 635-2 

秋 和 387-1 

国分 5 4 2 

若久保 1543-4 

天神一丁目 6- 6 

上田原 4 3 5 

御所 6 3 8 

秋 和 882-3 

緑が丘一丁目 21- 1 

上田原 1356-4 

中央東 1- 13 

連絡

22-2 6 5 5 

22一o2 7 1 

24-3 7 1 1 

22一o3 0 2 

22ー o9 1 0 

22ー 34 1 2 

22-8 0 2 2 

35-0 2 1 7 

24-3 9 1 1 

22一o3 8 9 

22-8 0 9 1 

24-2 6 0 2 

22-89 6 7 

22-1 3 4 3 

22-2 8 5 3 

22-3 7 4 1 

22-0 8 5 8 

22-4 9 1 8 

22-4 5 9 2 

24-3 3 7 1 

22-7 0 1 8 

22-0 4 5 4 

22-0 1 0 2 

24-3 2 9 0 

24- 7 6 1 2 

22-5 5 1 8 

35-1 0 5 4 

22ー o9 4 1 

22-5 1 2 3 

24ー 75 2 7 

24-6 5 9 3 

22-9 3 0 7 

24-8 2 3 1 

24-1 2 5 6 

株式会社

株式会社

有限会社

株式会社

有限会社

有限会社

有限会社

有限会社

気
に
の
ま
れ
な
い
よ
う
が
ん
ば
る

染
谷
丘
高
校

子=

成
ま
も
な
い
の
で
、
全
国
の
代
表
じ
脚

を
か
り
る
つ
も
り
で
力
い
ヴ
ば
い
紙
い
、

悔
い
の
な
い
試
合
を
し
て
ほ
し
い
も
の

、3
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目
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目

目
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目

目

目

安
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丁

丁

丁

丁

丁

丁

了

丁

丁

丁

一

一

一

一四

二

六

一

五

二

二

二

四

室

古

一

丘

西

一神

が

央

回

央

回

央

木

央

手

失

天

緑

国

中

古

常

中

常

中

材

住

中

大

中

上

仁

連絡

22-0 4 5 4 

22-1 2 5 8 

23-2 9 5 0 

22-2 6 1 3 

24-1 5 0 8 

24-4 3 1 1 

22-0 7 3 7 

22-8 4 5 6 

22-1 8 6 3 

22-0 9 4 9 

22-5 9 2 9 

22-8 6 0 0 

22-8 5 0 0 

23-2 7 2 0 

31-8 2 5 6 

31-2 4 1 0 

有限会社

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

壁などにはってご利用ください。



株式会社

株式会社

有限会社

合資会社

株式会社

有限会社

株式会社

有限会社

株式会社

株式会社
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右
翼
手
、
黒
坂
博
俊
君
(
二
年

チ
ャ
ン
ス
に
打
ち
た
い
。

捕
手
、
伊
部
敏
彦
君
(
二
年

ガ
ッ
ツ
で
が
ん
ば
る
。

え7 広報

三
塁
手
、
中
村
篤
君
(
二
年
)

エ
ラ
ー
し
な
い
よ
う
し
っ
か
り
守
り

が
ん
ば
る
y

一 (7)ー一昭和51年 7月;16，日

遊
撃
手
¥
下
村
立
良
君
(
二
年
)

期
待
を
裏
切
ら
な
い
良
い
試
合
を
す

る

補
欠
、
田
鹿
幸
永
君
二
年
)

補
欠
、
石
井
信
昭
君
二
年
)

補
欠
、
山
崎

薫
君
(
一
年
)

補
欠
、
小
山

清

君

二

年

)

補
欠
、
沓
掛
悦
生
君
(
一
年
)

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

有限会社

株式会社

有限会社

有限会社

有限会社

有限会社

有限会社

仇
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せ
決
ま
る

七
月
二
日
、
上
田
市
役
所
に
お
い
て

関
係
者
立
合
の
う
え
、
抽
せ
ん
が
行
わ

れ
、
別
表
(
五
ペ
ー
ジ
)
の
と
お
り
組

ト

y」

hr
一i
d

一

愛

〉

関

付

験

即

日

r
R
iフ
ト

我

吟
行
リ
~
一
一

肋

吠

谷

w国
で

一

九

一

日

出

国

間

三

1

一泊

こ
の
大
会
の
見
ど
こ
ろ
を
ひ
ろ
う
と

男
子
は
四
国
勢
が
だ
ん
ぜ
ん
強
く
、
高

知
県
代
表
の
三
チ

l
ム
高
知
商
、
中
村

高
知
工
に
加
え
、
徳
島
工
、
松
山
商
、

多
度
津
工
、
九
州
の
福
岡
一
、
関
東
の

千
葉
敬
愛
、
新
島
学
園
、
関
西
の
南
島
が

実
績
か
ら
見
て
上
位
進
出
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
一
回
戦
で
千
葉
敬
愛
と
福
岡

一
が
当
り
、
一
・
二
戦
中
の
好
カ
ー
ド

で
、
一
点
を
あ
ら
そ
う
熱
戦
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

長
野
県
代
表
の
地
元
染
谷
丘
は
、
初

戦
、
秋
田
経
大
附
と
当
り
ま
す
。
秋
田

県
に
は
こ
の
チ

l
ム
一
チ

l
ム
だ
け
毎

=男子=

合
せ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

(
女
子
は
、
二
回
戦
の
あ
と
第
二
次
抽

せ
ん
が
行
わ
れ
ま
す
。
)

雨
降
り
の
日
に
も
練
習
に

熱
が
こ
も
る
染
谷
高
ナ
イ
ン

年
出
場
し
て
い
る
が
、
一
回
戦
で
敗
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
染
谷
丘
に
も
チ
ャ

ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
小
海
は
丘
庫
の
明

石
と
対
戦
し
ま
す
が
、
明
石
は
昨
年
福

岡
一
に
詑
対

0
と
大
敗
し
て
い
る
の
で

小
海
も
組
み
や
す
い
相
手
と
い
、
え
ま
す
。

県
代
表
の
両
チ

l
ム
は
、
チ
ー
ム
結

有限会社

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

第 1種 指

第 2種 指

成
ま
も
な
い
の
で
、
全
国
の
代
表
じ
胸

を
か
リ
る
つ
も
り
で
カ
い
っ
ぱ
い
戦
い
、

悔
い
の
な
い
試
合
を
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

一一子女
一一

女
子
は
、
地
元
代
表
飯
田
風
越
が
奈

良
の
帝
塚
山
と
対
戦
し
ま
す
。
帝
塚
山

は
、
毎
年
一
・
二
回
戦
で
姿
を
消
し
て

い
る
の
で
飯
田
風
越
と
し
て
は
、
こ
れ

を
敗
っ
て
波
に
の
り
、
二
回
戦
山
梨
の

都
留
に
当
り
た
い
。
都
留
と
は
戦
力
的

に
は
互
角
な
の
で
三
回
戦
進
出
も
夢
で

は
な
い
。
伊
那
弥
生
が
丘
は
一
回
戦
不

戦
勝
、
二
回
戦
で
高
知
の
伊
野
商
、
岩

手
の
盛
岡
農
の
勝
者
と
当
る
が
、
ど
ち

ら
も
手
ご
わ
い
相
手
で
三
回
戦
進
出
は

む
ず
か
し
い
。

ほ
か
に
一
・
二
回
戦
で
は
、
上
位
進

出
が
予
想
さ
れ
る
栃
木
の
字
都
宮
女
商

と
岐
阜
の
本
巣
が
順
当
に
い
け
ば
二
回

戦
で
当
る
の
で
好
ゲ
ー
ム
が
期
待
で
き

る
。
そ
の
他
、
中
部
の
昨
年
優
勝
校
安
城

学
園
、
誠
心
、
九
州
の
佐
賀
女
、
山
川

四
国
の
徳
島
商
、
関
西
の
明
徳
、
中
固

め
竹
原
が
上
位
を
ね
ら
う
。
三
回
戦
か

ら
こ
れ
ら
の
チ
ー
ム

の
激
突
に
よ
る
熱

戦
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

全
国
か
ら
、
青
春
を
か
け
た
若
者
が

上
田
市
に
集
川
元
気
は
つ
ら
っ
た
る
プ

レ
ー
を
市
内
五
会
場
で
繰
り
ひ
ろ
げ
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
暖
か
い
声
援

と
拍
手
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

飯
田
風
越

三
回
戦
進
出
な
る
か
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お知らせ
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海
外
扱
遺
ー

農
業
内
ゑ
駒
山佳
品
ゑ
勢
集
弘

次
に
よ
り
、
海
外
派
遣
農
業
実
習
生

を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
早
目
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ド
イ

ツ
連
邦
共
和
国
(
西
独
)
そ
れ
ぞ
れ

県
下
で
一
名
。

募
集
期
間
・
七
月
三
十
一
日
出
ま
で

資
格
・
ア
、
現
在
、
農
業
に
従
事
し

将
来
継
続
し
て
農
業
に
従
事
す
る
人

ィ
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
昭

和
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子
。

ウ
、
高
等
学
校
卒
業
、
ま
た
は
同
程
度

以
上
の
学
力
が
あ
る
人
。

fごえつ...~723号 傭溢議議朝一一広報

派
米研

修
生
を
募
集

723号ー

今
月
の
納
山
帆

，市役所市民ホールで、市内の小学
l生による巣箱コンクールが行われ
l自然に適したみごとな巣箱が出品
:されました。
ι・ー・ーー・ーー・・・ーーー・・ー ー・・

者
%0>>';' 

支」い
募
集
人
員
・
県
下
で
十
二
名
。

募
集
期
間
・
七
月
三
十
一
日
出
ま
で
。

資
格
・
ア
、
高
等
学
校
以
上
の
卒
業

者。

イ
、
現
在
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
。

ま
た
は
農
業
関
係
の
研
修
所
、
短
期

大
学
、
大
学
に
在
学
(
所
)
中
で
、
派

米
の
と
き
ま
で
に
修
了
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
人
で
将
来
農
業
に
従
事
す

る
人
。

ウ
、
昭
和
二
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
昭

和
三
十
三
年
六
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
独
身
男
子
。

お
問
合
せ
・
由
民
政
部
農
林
課
振
興
係
(
宮

@
四
一

O
O
内
線
三
二
二
有
線
②

O

七

五

二

位
一巻
二

補
充
入
居
者募

集

市
営
住
宅
宮
裏
団
地
(
上
常
国
}
の

ん

消

費

者

問

題

講

演

会

を

開

催

い

…

柑

上

回

勤

労

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

~

h

M

出

午

後

二

時

三

十

分

講

師

武

居

良

明

さ

ん

~

7

(信
州
大
学
教
授

)

補
充
入
居
者
募
集
を
次
に
よ
り
行
い
ま
〈
検
診
時
の
服
装
〉

す
。
希
望
者
は
、
八
月
十
四
日
出
ま
で
ぬ
ぎ
や
す
い
服
装
で
、
ボ
タ
ン
、
金

に
市
役
所
二
階
管
理
課
住
宅
係
へ
申
込
具
が
つ
い
て
い
な
い
も
の
を
着
用
。

ん

で

く

だ

さ

い

。

〈

検

診

後

の

注

意

〉

資

格

l
①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
か
検
診
終
了
後
は
、
水
、
湯
茶
、
牛
乳
、

勤
務
し
て
い
る
人
で
、
住
宅
に
困
っ
果
物
な
ど
水
分
の
多
い
も
の
を
十
分
と

て

い

る

人

。

っ

て

く

だ

さ

い

。

②
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
〈
料
金
、
お
閉
会
せ
〉

親

族

が

あ

る

人

。

一

人

六

百

五

十

円

、

民

生

部

保

健

予

③
平
均
月
収
六
万
五
千
円
以
下
の
人
。

防
課
保
健
係
(
宮
@
四
一

O
O
内
線
二

家

賃

1
第
一
種
住
宅
七
百
五
十
円
か
八
八
・
二
八
九
有
線
②

O
七

二

二

ら

一

千

二

百

円

前

後

。

神

科

、

塩

田

、

川

西

地

区

は

日

程

が

抽
せ
ん
の
日
と
場
所
H
H
八

月

二

十

日

樹

未

定

の
た
め
、
申
込
み
受
付
を
し
て
い

午
前
九
時
、
市
役
所
六
階
会
議
室
。
ま
せ
ん
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
回
覧

有
効
期
間

1
五
十
一
年
十
二
月
末
日
ま
と
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

で
。

お
閉
会
せ

l
建
設
部
管
理
課
住
宅
係
(宮

@
四
一

O
O
内
線
三
四
五
有
線
②
O

七
三
一
)

尚一由
一
円

集

団

検

診

胃
ガ
ン
の
早
期
発
見
を
目
的
に
、
胃

集
団
検
診
を
下
表
①
に
よ
り
行
い
ま
す

の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で
お
受
け
く
だ

支」い。
〈
検
診
前
の
注
意
〉

検
診
当
日
は
、
検
診
が
終
了
す
る
ま

や

i¥
ル
臥
合
民
、
脚
R
栢
桂
川
um
拙
巴
叫
叫
1
し
れ

u
ぃ
、
』
レ
し
。

マ
連
合
副
会
長
荻
久
保
今
朝
平
さ
ん

大
井
昇
さ
ん
、
藤
沢
酒
造
男
さ
ん男

マ

字し

児

検F

号必、
白~

八
月
の
乳
児
検
診
を
下
表
②
に
よ
り

行
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一

時
三
十
分

i
二
時
三
十
分
。
母
子
健
康

手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

歳

検

き会
開:7

1日
.JL:. 

八
月
の
三
歳
児
検
診
を
下
表
③
に
よ

り
行
い
ま
す
。時
間
は
い
す
れ
も
午
後
一

時
三
十
分
l
二
時
三
十
分
。
母
子
健
康

4

宇
匝
取

ι」
ド
ね
悼
吋
+
り

t
、
ド
~
々
ぜ
い
。

三
時
か
ら
、
上
田
市
民
会
館
。

内

容

l
宣
言
文
朗
読
ほ
か
、
午
後
四

時
か
ら
市
民
大
行
進
。

①胃の集団検診日程表

実施日 ~ 場

8月9日(月) 農協神川支所

10日(火) 大屋公会堂

11日(刈 泉田公民館

12日嗣 市豊殿支所

受付時間*午前 7時40分-8時30分

②乳児検診日程表

会場 上田市健康セ ン ター 堪2階由主会所聾室 川祉セ西社ノ会F福-

対象児 4 か月児 9 か月児 4.9か月児 4.9か月児

塩尻 IIlill 軍部南部 塩尻川辺 .fOII 商都

対車

車田・神川 中央北部 車田神川 中央北飢 fl[回全区 川西全区

地区

神科量置 西部蝿下 神科 ・量置 西部櫨下

対車児

51年4月生 51"'4月生 同年11月生 関与11月生 5初1年年141月月生生 S駒l年年141月月生生

重瞳月日

8 月 24日 25日 21日 30日 31日 23日

泡国母子
健康センター

48年7・8月生

塩回全区

20日

お
母
さ
ん
も
勉
強
し
よ
う

「
教
育
を
考
え
る
母
親
の
会
」

子
供
を
育
て
る
う
え
で
の
、
い
ろ
い



，第723号・

初
作
い
バ
コ
省
、
事
告
7

次
に
よ
り
派
米
研
修
生
を
募
集
し
ま

す
。
希
望
者
は
早
自
に
申
込
ん
で
く
だ

だ一一領官議蹴島 第723号『

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
二
期
分
て
す

会
長
な
ど
役
員
を
選
任

納
税
組
合
連
合
会

上
田
市
納
税
組
合
連
合
会
(
組
合
数

三
九
五
、
組
合
員
一
万
八
千
人
)
で
は

五
月
の
総
会
で
各
地
区
役
員
(
十
二
区

三
十
五
名
)
が
選
出
さ
れ
、
六
月
十
八

日
の
第
一
回
役
員
会
で
連
合
会
正
副
会

長
な
ら
び
に
監
事
が
地
区
役
員
の
な
か

か
ら
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

マ
連
合
会
長
本
固
定
二
さ
ん

え'】広報

市
営
住
宅
宮
裏
団
地
(
上
常
国
)
の

検
診
当
日

は、

検
診
が
終
了
す
る
ま

で
、
飲
食
、
喫
煙
は
絶
対
し
な
い
こ
と
。

マ
連
会
副
会
長
荻
久
保
今
朝
平
さ
ん

大
井
昇
さ
ん
、
藤
沢
酒
造
男
さ
ん

マ
監
事
樋
口
宏
さ
ん
、
肥
田
野
政
男

さ
ん
、
清
水
徳
男
さ
ん
。

明
日
の
市
を
み
ん
な
で

築
こ
う
納
税
で

官
公
署
へ
提
出
す
る
公
文
書
な
ど
の

作
成
を
依
頼
(
手
数
料
を
支
払
う
)
す

交通安全

子供自転車全国大会へ出場

西塩田小優勝(県大会)

一(9)ー一一昭和51年 7月16日

六
月
二
十
七
日
、
長
野
市
民
体
育
館

で
行
わ
れ
た
「
交
通
安
全
子
供
自
転
車

長
野
県
大
会
」
で
、
西
塩
田
小
学
校
チ

ー
ム

が
優
勝
、
七
月
二
十
七
日
、
東
京

都
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま

す
。

る
場
合
は
、
長
野
県
行
政
書
士
名
簿
に

登
録
さ
れ
、
長
野
県
行
政
書
士
会
に
入

会
し
て
い
る
人
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ

ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
県
行
政
書
士
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
人
、
県
行
政
書
士
会
に
入

会
し
て
い
な
い
人
が
、
行
、
っ
と
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

部
落
問
題
は
考
え
る
だ
け
で
な
く

市
民
み
ん
な
で
行
動
に
移
ろ
う
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

1
七
月
二
十
日

ω午
後

みごとに自転車にのる塩田小チーム

風疹ふうしん)が流行
出産予定の人要注意

〔血清の検査を受けよう〕

風疹(ふうしん)は、 r3日ばしか」とも言わ
れ 空気感染による小児伝染病て"心配のないも
のですが、自分でも気づいていない妊娠早期に
り息すると、先天性異常児を生む危険性が多い
ため近年、特に重要視されています。

出産を予定される人は、血清検査を受け、自
分の免擾状態を承知しておく必要がありますの
で、市内医療機関で受けてください。(上田市医

師会提供) 時
三
十
分

1
二
時
三
十
分
。
母
子
健
康

手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

三
時
か
ら
、
上
田
市
民
会
館
。

内

容

1
宣
言
文
朗
読
ほ
か
、
午
後
四

時
か
ら
市
民
大
行
進
。

行
進
コ
ー
ス
・
要
領

1
市
民
会
館
↓
市

役
所
↓
中
央
交
差
点
↓
原
町
↓
馬
場

町
↓
伊
勢
宮
↓
海
野
町
↓
松
尾
町
↓

上
田
駅
前
。
参
加
者
全
員
タ
ス
キ
を

か
け
る
。
午
後
五
時
終
了
予
定
。

主

催

l
上
田
市
、
市
教
育
委
員
会
、

市
部
落
解
放
審
議
会
、
市
同
和
対
策

事
業
推
進
委
員
会
、
部
落
解
放
同
盟

上
田
市
協
議
会
。

お
母
さ
ん
も
勉
強
し
よ
う

「
教
育
を
考
え
る
母
親
の
会
」

子
供
を
育
て
る
う
え
で
の
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
や
悩
み
を
お
母
さ
ん
が
勉
強

す
る
「
教
育
を
考
え
る
母
親
の
会
」
を

次
に
よ
り
開
き
ま
す
。
お
母
さ
ん
方
お

誘
い
あ
っ
て
大
勢
お
で
か
け
く
だ
さ
い

と
き
・
と
こ
ろ

l
八
月
八
日
間
午
後
二

時
か
ら
四
時
、
新
田
、
呈
蓮
寺
。

講

師

l
宮
脇
昌
三
さ
ん
(
前
染
谷
丘

-
野
沢
北
高
校
長
)
横
内
貞
さ

ん
(
長
野
県
短
大
教
授
)

つ自分の健康を管理しょ

県総合健康センターで総合検査をどうぞ

「健康で毎日をすごしたし、」これは、人間だれしもの願いです。しか

し、現代の社会環境の中では 、さまざまな影響をうけ、 健康をむしば

む問題がたくさんあります。
長野県総合健康センターは、健康な人には、よりよい健康と体力増

進の方法を、健康に不安のある人には、健康への指導を行うことを目

的に、昨年 7月建設されたものです。

上田市でも、すでに 297名の人が利用されました。検査、測定は 1

日ですみます。
検査・測定項目=尿、血液、レントゲン、 心電図、血圧など13項目を

高性能の検査装置やコンビューターを使って検査結果に

もとづいて、その人に適した健康づくりの指導を行し、ま

す。
利用料金=・医学的、体力的検査および運動負荷検査 1人3，700円

・体力的検査、運動負荷検査を除いた場合 l人3，00C円

申込み方法一セ ンタ一、保健所総務課、 地域包括医療協議会事務局

(市医師会)、市役所保健予防課に申込み用紙があります。

(申込み受付は、 1か月前から行っていますが、 1週間前

までに予約してください)

日一毎週月曜日一金曜日 午前 8時30分一午後 5時15分

土曜日は、午前 8時30分~午後12時30分
館開
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み
ん
な
で
楽
し
く

気
軽
に
踊
ろ
う

「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
」

7
月
引
日
出

七
月
三
十
一
日

ω
は
、
恒
例
の
市

民
集
り
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
で
す
。

全
市
民
が
気
軽
に
参
加
し
て
夏
の
夜
を

楽
し
く
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

二
十
人
ぐ
ら
い
集
ま
っ
た
ら
、
事
務

局
へ
参
加
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

事
務
局
は
上
田
商
工
会
議
所
の
二
階

で
す
。
事
務
所
聞
き
は
、
七
月
二
十
日

ω午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

事
務
局
で
は
、
「
連
」
の
受
付
を
は

じ
め
、
「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
」
に
つ
い

て
な
ん
で
も
ご
相
談
、
お
問
合
せ
に

応
じ
ま
す
。
気
軽
に
ど
う
ぞ
(
宮

@
O

七
六

O
)

当
目
的
本
部
は
、
商
工
会
議
所
駐
車

場
で
、
「
連
」
の
受
付
、
救
護
、
放
送

t: 
臨時/，ス電車時刻表

午後10: 20 

11 

午後10: 30 

11 

上田駅発

西友前発

11 

11 

所行

電車

$IJ 

パス

赤坂行

別所行

丸子行

真田行

傍陽行

富士山行

1日

警
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

お
み
こ
し
午
後
五
時

踊
り
は
午
後
八
時
か
ら

お
み
こ
し
は
、
午
後
五
時
か
ら
七
時

四
十
五
分
。
踊
り
は
、
八
時
か
ら
九
時

四
十
五
分
ま
で
、
南
北
は
上
田
駅
前
か

ら
郵
便
局
の
前
ま
で
、
東
西
が
本
部
前

か
ら
旧
東
駅
前
ま
で
の
お
祭
り
広
場
で

行
い
ま
す
。

広
場
に
は
、
太
鼓
や
ぐ
ら
や
、
水
欽

み
場
、
酒
所
な
ど
が
、
ま
た
駅
前
や
ぐ

ら
で
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
が
予
定

さ
れ
、
お
祭
り
気
分
を
盛
り
あ
げ
ま
す
。

太
鼓
を
打
つ
人
集
合

太
鼓
や
ぐ
ら
で
太
鼓
を
打
つ
「
太
鼓

連
」
の
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

11 

別所行電車
から連絡

(以上上国交通)

西友前発午後10: 30 

(以上千曲ノ〈ス)

11 午後10:00 

(以上川中島ノ〈ス)

下之郷発

田中行

大 JII行

上室賀行

青 木行

別 所行

含行

過行

}ロ
ー

ヰ
ナ

ー-ーーー

太
鼓
を
打

っ
て
み
た
い
人
は
七
月
二
十

一
日
附
午
後
六
時
三
十
分
ま
で
に
事
務

所
へ
集
合
し
よ
う
。

交
通
規
制

午
後
五
時
1
十
一
時

当
日
は
、
交
通
規
制
か
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
規
制
時
間

は
、
午
後
五
時
か
ら
十
一
時
。
お
祭
リ

広
場
と
そ
の
周
辺
は
車
の
乗
り
入
れ
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。
定
期
パ
ス
だ
け
は
午

後
六
時
三
十
介
ま
で
鷹
匠
町
か
ら
西
友

前
ま
で
運
行
し
ま
す
。

交
通
規
制
に
従
っ
て
定
期
パ
ス
の
停

留
所
が
移
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
上
田
駅
前
の
停
留
所
は
西
友
前
へ

お
祭
り
広
場
内
の
停
留
所
は
上
回
公
園

前
へ
移
り
ま
す
。
た
だ
し
、
千
曲
パ
ス

の
別
所
温
泉
、
青
木
、
上
室
賀
方
面
の

パ
ス
は
西
友
前
へ
入
り
ま
せ
ん
の
で
、

専
売
公
社
前
か
、
公
園
前
の
停
留
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
交
通
規
制
図
を
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も
西
友
前
へ
移
り

ま
す
。
午
後
十
一
時
以
後
は
駅
前
へ
も

ど
り
ま
す
の
で
現
場
の
係
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
は
、
合
同
庁
舎
、
市
民
体
育

館
、
専
売
公
社
の
三
か
所
だ
け
で
す
。
例

年
駐
車
場
に
入
れ
な
い
率
が
多
い
の
で

な
る
べ
く
パ
ス
、
電
車
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

臨
時
パ
ス
・
屯
率
的
時
刻
表
を

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
臨
時
パ
ス

の
発
車

は
す
べ
て
西
友
前
で
す
。

覇磁頭
車柄采入禁止区域
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